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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、シリアにおいて大きな政治的影響力を持つイスラム少数派、アラ
ウィー派(ヌサイル派)の思想形成の過程を解明し、彼らとの類似点が多く関係も深いドゥルーズ派との比較を通
じ歴史的シリアにおける少数派の文化的特徴を明らかにすることであった。
　研究の結果、アラウィー派の源流思想はイラクにおけるイマーム派系の極端派伝統の中から生まれたものであ
り、少数派相互の関係性の中でそれぞれの独自の思想が形成されたことが判明した。

研究成果の概要（英文）： The objective of this research project was to investigate the process of 
religious thoughts of the Alawites (al-Nusayriya), an Islamic minority which has been playing an 
important role in Syria, and to make clear cultural peculiarities of religious minorities in 
historical Syria by comparison with the Druzes who resemble the Alawites in many points and have 
been closely connected with them.
 As the results of this research, it turns out that the original idea of the Alawites came into 
being in the traditions of the Imamite-Extremists in Iraq and that unique thoughts of every 
religious minorities in Syria were formulated through the relationships with other minorities.

研究分野：シーア派思想史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 研究代表者である菊地はこれまでシーア
派分派であるイスマーイール派、ドゥルー
ズ派の思想史を研究してきたが、近年両派
との関わりが深いアラウィー派への関心を
高めていた。その理由はアラウィー派など
の過激シーア派が、イスラム教主流派が自
分たちの教義を形成する過程で否定される
べき「他者」として重要な役割を果たして
きたことが分かってきたからである。さら
に近年になると、シリア、イラクのイスラ
ム過激派の一部が同派や同じようにイスラ
ム性が疑われるヤズィード教徒を大規模に
迫害し始めると、実態がほとんど分かって
いない彼らの宗教教義の解明が今日的な意
義を帯びることになり、本研究を着想する
に至った。 
9 世紀頃に成立し、シリア人口の約 12％
を占めアサド家の出身母体でもあるアラウ
ィー派は、20世紀後半以降、少数派であり
ながらもシリアの政府と軍において大きな
影響力を行使してきた。同派の代表的な教
義としては、第 4代正統カリフであるアリ
ー(661 年没)の神格化、三位一体説（キリ
スト教からの影響が指摘されてきた）、輪
廻説などが知られているが、宗教教義書が
非公開とされていることに加え、迫害の恐
れがある場合には偽りの教義や宗教実践を
示しても良いという信仰隠し（タキーヤ）
の教義があるために、上記の主要教義につ
いても十分には解明されていない。そのた
めアラウィー派の真の教義がアウトサイダ
ーに伝わることは稀であり、結果としてア
ラウィー派の位置づけが以下のように割れ
てしまっている (Y. Hazran “Heterodox 
Doctrines in Contemporary Islamic 
Thought,” Der Islam 87 (2010), 224-247
を参照)。 
(a) イランの国教でありシーア派の最大
勢力である十二イマーム派の一部(現
代のアラウィー派の高位法学者およ
びアラウィー派に近い立場にある十
二イマーム派法学者が主張) 

(b) 十二イマーム派などの主要なシーア
派分派とは一線を画すが、イスラム教
シーア派の枠内には収まる集団(近代
主義的なスンナ派法学者やアラブ民
族主義者の一部が主張) 

(c) イスラム教徒としての資格を持たず、
男性の場合処刑の対象となる背教者
(前近代の一部の法学者やイスラム教
の原点への回帰を目指す現代のサラ
フ主義者などが主張) 

(a)は近現代のアラウィー派が護教のため
に提唱し始めた主張であり、前近代の同派
にそのような思想があったという証拠は見
出されていない。 (b)は菊地の推測や近年
のアラウィー派研究の結論に近いが、個人
や集団によって「シーア派」や「イスラム
教」の定義がずれてくるためアラウィー派

の位置づけについては意見が分かれる。(c)
は 2011 年以降のシリア内戦の中でイスラ
ーム勢力によって積極的に唱えられるよう
になった主張であり、「イスラム国」など
は信徒の処刑事件も引き起こしている。残
忍で極端な主張にも思えるが、イブン・タ
イミーヤ(1328年没)のように、シリア地域
で活動した権威ある法学者も類似の発言を
している。 
 現代におけるアラウィー派研究における
主要な問題点としては、(1)規範的な宗教書
がほとんど公開されていないこと、そのた
め(2)輪廻説などの主要教義の研究が進ん
でいないこと、その結果として(3)アラウィ
ー派という宗派集団がイスラム教に対して
どのような位置にあるのかが確定していな
いこと、が挙げられるだろう。(1)(2)(3)は
互いに連関しあう問題点である。 
 
２．研究の目的 
 アラウィー派の規範的な宗教テクストは、
一部が欧米の図書館に所蔵されたが、その
数が少ないこともあり 100年近くその研究
は停滞していた。この状況に風穴を開けた
のが、Y. Friedman, The Nusayri-`Alawis 
(Leiden, 2010)である。Friedmanは、アラ
ウィー派の秘密教義書を暴露した『アラウ
ィー派の遺産シリーズ』(Silsila al-Turath 
al-`Alawi, no place, 1980)を基本的に同派
の真正の宗教テクストと判定し、同派研究
の新しい可能性を示した。本研究は
Friedman の最先端の研究の延長上にある
が、『遺産シリーズ』に収録され、同派に一
定の影響を与えたアウトサイダーの文献を
同派の真正の文献と同等に扱っている点で
Friedman (2010)には問題があると考える。
それによって、かえって彼らの中枢教義が
見えにくくなってしまっているからである。
本研究は、『遺産シリーズ』収録文献の真偽
鑑定をおこない、同派の真正テクストのみ
から同派のコアとなる思想を確定すること
で Friedman研究を相対化しようとする世
界最先端の研究である。 
 その上で本研究が第一に目指すのは、望
ましい自派のイメージを外部に宣伝するた
めの著作(先述の(a)の主張)ではなく、自派
内のみで流通してきた前近代の規範的な宗
教書を通じてアリーの神性、宇宙創成論、
輪廻思想といった中軸的教義の内実と変遷
を明らかにすることである。 
その上で、ドゥルーズ派、イスマーイール
派といったシーア派系宗派の文献を適宜参
照し、それらと比較することで、シーア派
内に収まる集団なのかそれともイスラム教
の枠組みさえも超えた存在なのかを評価す
ることが次なる目標である。ドゥルーズ派
はアラウィー派と同じくシリア地域に住み、
類似の教義ゆえに同じようにイスラム性を
疑われがちな集団であり、イスマーイール
派は両派と比べると主流シーア派に近いが、



アラウィー派と同じルーツから派生してお
り、両派はイスラム性を考える際には適切
な比較対象、指標となるであろう。第二の
目標を実現するためには、(c)の主張に見ら
れるような前近代の法学者たちの見解を整
理し、彼らの批判の妥当性を検証すること
も必要になってくるであろう。というのも、
イブン・タイミーヤらの背教者/不信仰者宣
告では、しばしば虚偽あるいは誤りと思わ
れる教義が彼らに帰せられ、その法判断が
現代の過激派が同派を攻撃する際の根拠と
なっているが、アラウィー派の評価に直結
するそれらの主張の妥当性は、同派の教義
が正確に提示されない限り検証不可能だか
らである。 
 現代シリア政治を牽引してきたアラウィ
ー派は、内戦の主役になることでますます
注目を浴びる存在となっているが、その思
想の研究はイスマーイール派やドゥルーズ
派と比べて遥かに遅れている。彼らにとっ
ては古典となる前近代の思想を明らかにす
ることは、シリアの政治や社会を考える上
でも重要な意味を持つだろう。また、アラ
ウィー派は 8世紀のイラクで華開いた過激
シーア派の伝統を直接的に受け継ぐ唯一の
集団である可能性が高い。10世紀以降にギ
リシア哲学など外部からの影響を強く受け
たイスマーイール派やドゥルーズ派と比べ
ても、過激シーア派の伝統がおそらくアラ
ウィー派ではより忠実に継承されている。
かつては大きな影響力を誇りながらも、そ
の後淘汰され過小に評価されてきた伝統の
延長上にアラウィー派を位置づけることは、
イスラーム古典思想の全体像の解明にも寄
与するはずである。 
3 年の研究期間内で本研究が目指すのは
以下の通りである。（１）Friedmanの研究
の批判的継承。手始めにおこなわなければ
ならないのは、欧米の図書館に所蔵されて
いるアラウィー派写本などと付き合わせる
ことで『遺産シリーズ』に収録されたテク
ストの真偽鑑定をおこなう。（２）その上で
信用度の高いテクストに準拠し、ドゥルー
ズ派などと比較しつつ初期アラウィー派思
想の内実と変遷を分析する。（３）非アラウ
ィー派によるアラウィー派記述がどの程度
正鵠を射たものなのかを検証する。(a)現代
アラウィー派による護教文献、(c)「イスラ
ム国」など現代の過激派によるアラウィー
派攻撃の文献についてもいずれは研究しな
ければならないが、シリア内戦の影響で資
料の入手が困難であり、今後その種の文献
が大量に発行されることが予測されるため、
本研究では扱わず、将来における課題とし
たい。 
 
３．研究の方法 
アラウィー派の初期思想については、欧米
の図書館に所蔵されている写本や中東で刊
行されている関連書籍の蒐集に重点を置き、

イスマーイール派やドゥルーズ派に関する
資料も集める。その上で、Friedman の研
究を参照しながら、既に入手済みである『ア
ラウィー派の遺産シリーズ』に収録されて
いるテクストの信頼度をチェックし、信頼
度が高いものについては写本を踏まえて分
析をおこなう。 
ただし、初期アラウィー派の思想と歴史に
ついては、研究が他派の場合と比べて進ん
でおらず、不明な点があまりにも多い。断
片的な聖典テクストだけでその全貌が解明
されるとは思えないので、類似性の高い他
派（特にドゥルーズ派）の教義書や初期の
歴史を参照し、それらをアラウィー派の主
要教義の形成過程を把握するための補助線
とする。 
 
４．研究成果 
 本研究においてまず注力したのは、『アラ
ウィー派の遺産シリーズ』収録の文献を読
解し、アラウィー派の初期教義を記述する
ための素材となるテクストを吟味すること
であった。先行研究や『アラウィー派の遺
産シリーズ』以外のアラウィー派関連資料
と突き合わせて検討した結果、『アラウィー
派の遺産シリーズ』収録のハスィービー
（957年または 969年没）名義の書簡は信
頼度が高いが、一方、これまでしばしば初
期アラウィー派教義を示すものとして使用
されてきたムファッダル（796 年頃没）文
献については留保が必要であることが分か
った。 
 以上のような前提に基づき、アラウィー
派の事実上の創始者と言われるハスィービ
ー名義の書簡のみに基づき、最初期のアラ
ウィー派教義を明らかにしたのが、学会発
表⑤である。ここでの分析によれば、ハス
ィービー名義の書簡に見られる特定個人を
神格化する教義は、確かに後代のアラウィ
ー派教義に連続しうるものであるが、イラ
クのクーファを中心とするシーア派（イマ
ーム派）の極端派伝統を大きくはみ出るも
のではなかった。三位一体教義、輪廻説、
キリスト教的な儀礼などアラウィー派の宗
教上の特徴とされる要素は、必ずしもハス
ィービー文献では確認できない。ハスィー
ビー文献は、イラクのイマーム派系極端派
の宗教伝統がシリアの宗教文化と混淆する
以前のアラウィー派教義を示すものであっ
たと考えられる。学会発表⑥の研究内容は、
研究期間内に学術論文にまとめることはで
きなかったが、その成果は学会発表①や図
書②③などに反映させることはできた。 
 最初期のアラウィー派が 10 世紀イラク
の極端派の一形態であることは分かったが、
唯一布教が成功した場所、シリアで彼らが
いかにして変容していったのかを示す歴史
文献はほとんどない。イスラム教系、非イ
スラム教系の宗教的少数派が混在するシリ
ア山間部における 10 世紀以降の状況につ



いてもあまり分かっていない。シリア移動
後のアラウィー派の変質を知るためには、
まずはこの地域における宗教的少数派の宗
教文化を理解する必要があるあろう。特に、
同じく輪廻説を信じ特定個人を神格化する
ものの、激しくアラウィー派と対立した 11
世紀のドゥルーズ派の思想と他集団に対す
る姿勢を解明することが、シリアにおける
初期アラウィー派のあり方を探るための第
一歩となるだろう。そのため、本研究にお
いては初期ドゥルーズ派に関する分析もお
こなった。 
 まず学会発表⑨は、エジプトでの活動に
失敗したドゥルーズ派が唯一布教が成功し
たシリアに拠点を移すことで宗教上いかな
る変質が見られたのかを分析したものであ
る。この発表では、エジプトからシリアへ
の移動は、公然の布教組織の秘密主義的で
閉鎖的な宗教共同体への変質をもたらした
ことが示された。この結論は、アラウィー
派のイラクからシリアへの移動を考える際
には示唆的であろう。 
 学会発表⑦は、⑨よりも少し前の時代を
対象にしており、エジプトを拠点とし広範
囲に布教活動を展開していた時代のドゥル
ーズ派が、キリスト教徒やユダヤ教徒に対
していかなる布教をおこなっていたのかを
明らかにしたものである。当時のドゥルー
ズ派の説得方法は、ユダヤ教徒に対するキ
リスト教徒の布教方法に類似しており、旧
約聖書と新約聖書において自分たちドゥル
ーズ派の出現が予言されていたと強く主張
する。このような聖書解釈にキリスト教徒
からの影響があったのかは不明であるが、
解釈の手法自体は、自らの母体であるイス
マーイール派のやり方の枠内にはある。ま
た、ビザンツ帝国皇帝に向けた公開書簡が
ある一方で、歴史的シリアのユダヤ教徒、
キリスト教徒の共同体に対しておこなわれ
ていた宣伝活動を示唆する書簡も存在する。
このことは、シリアの宗教的少数派が置か
れてきた流動的状況、複数の宗派の間に激
しい対立があったこと、対立する一方で対
立相手から影響を受けていたことを示して
いる。 
 学会発表⑤、図書⑤は、現代ドゥルーズ
派の他派に対する自己表象を主題にしてお
り、イブン・タイミーヤの流れをくむサラ
フ主義の台頭に抗して、いかなる根拠に基
づいて彼らが自己のイスラム性（スーフィ
ズム性）を主張しているのかを分析した。
双方の研究において、ドゥルーズ派と同じ
く聖典の公開を拒み、自己の十二イマーム
派性を主張する現代アラウィー派が比較の
対象となった。 
 雑誌論文①は、ドゥルーズ派聖典のはじ
めての日本語訳であり、翻訳の対象となっ
たのはドゥルーズ派の宇宙論を示す書簡で
ある。本論を通読してもらえれば、その宇
宙論がアラウィー派の宇宙論ほど神話的な

ものではなく、新プラトン主義哲学の影響
の色濃いものであることが分かるだろう。 
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